
長崎大学教育学部社会科学論叢 第53号

『顕揚聖教論』 ｢掻勝決揮品第十一｣

第35個 について

早 島 理

OnthekarikaXト35in 『顕揚聖教論』

OsamuHAYASHIMA

[はじめに]

インド大乗儒教輸伽行唯識学派を代表する哲学者無著 (Asahga,ca.AD,375-430)の著

作 『顕揚聖教論』 (以下 『顕揚論』,大正31,No.1602)｢掻勝決揮品第十一｣第35侶 1)長行に

引用される経典 を通 じて,同論書における ｢聖教｣の意味を考察するのが小稿の目的であ

る｡

[-]

『顕揚論』が ｢聖教｣の重要な意味を最初に提示するのは周知の如 く,冒頭の帰敬侶 2)(仮

に七言四句四偶 とする)においてである｡四侶煩のうちここでは最初の三偶 を引用する｡

善逝善説妙三身 無畏無流讃教法 上乗真実牟尼子 我今至誠先輩頑

稽首次敬大慈尊 将紹種智法王位 無依世間所帰趣 宣説稼伽姉地者

昔我無著従彼聞 今昔錯綜地中要 顕揚聖教慈悲故 文約義周而易暁

善逝 ･善説にして妙なる三身 [の悌] と,無畏 ･無流の讃教である法 と,上乗にし

て真実なる牟尼子 とに,我れ今誠 を至 して先ず鐸覆す.

稽首 して次に大慈尊 という,将に種智法王位を紹 ぐべ く [者に] して,無依なる世

間の帰趣する [者に] して,稼伽師の地を宣説する者に敬す｡

昔,我れ無著は彼れ従 り聞き,今昔に地中の要を錯綜 し,聖教を顕揚すべ し｡慈悲

の故に,文約やかに義周ね く:而 して暁 り易 し｡

この帰敬偶は第 1偶で悌 ･法 ･僧の三宝に帰命礼拝 し,第 2偶では ｢瑞伽師地｣(『瑞伽

師地論』,以下 『玲伽論』)を ｢宣説｣する ｢大慈尊｣すなわち弥勤 Maitreyan云thaに恭敬

し,続 く第 3偶では著者無著がこの論書を論 じる意図を陳述するという内容からなる｡ こ

のうち ｢今昔錯綜地中要顕揚聖教｣ とあるように,『瑞伽論』の ｢要｣(真髄)を ｢錯綜｣

し,そこに説かれている ｢聖教｣を ｢顕揚｣するのが この論書の目的 とされる｡ したがっ

て,｢聖教｣とは直接には 『稼伽論.』を,広義には 『瑞伽論』に説かれる教説を意味するこ

とになろう｡
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では 『顕揚論』における ｢聖教｣の具体的な用例 を見てみよう｡

(1)論日間十二分教者謂聞契経度頒記別訊頒 自説縁起誓喰本事本生方虞未曾有法論議聖教

(｢摂浮義品第二｣γol.6,508C15-17)

論 じて日 く｡十二分教 を聞 くとは,謂 く,契経 ･鷹頒 ･記別 ･訊頒 ･自説 ･縁起 ･誓喰 ･

本尊 ･本生 ･方虞 ･未曾有法 ･論議の聖教 を聞 くな り｡

(2)如説諸悪者美作諸善者奉行善調伏 白心是諸悌聖教 (｢摂浮義品第二｣γol.12,536a5-6)

諸悪 は作す莫れ,諸善は奉行 し善 く白心を調伏す｡是れ諸俳の聖教な りと説 くが如 し｡

(3)如上所説事時補特伽羅併薄伽焚依此三虞流布聖教改名依虞

(｢摂浮義品第二｣vol.12,538a25-26)

上の所説の事 ･時 ･補特伽羅の如 く,悌 ･薄伽焚,此の三虞 に依 り聖教 を流布す｡故に

依虞 と名づ く｡

(4)次第者略有三種-囲満次第二解樺次第三能成次第残額此三次第略引聖教如世尊言

(｢摂浮義品第二｣vol.12,539b19-21)

次第 とは,略 して三種有 り｡ (中略)此の三次第 を顕 さんが烏に略 して聖教 を引 く｡世尊

の言 うが如 し｡

(5)道理及び聖教 (yukti,agama)(｢成無常品第四｣vol.14,548C26,27,549a03など)

｢諸悌聖教｣･｢併薄伽焚-･流布聖教｣･｢引聖教如世尊言｣や ｢道理 と聖教｣･｢十二分教-

聖教｣などの表現 は,漢訳に基づ く限 りであるが3), この諭吉における ｢聖教｣とは ｢悌･

世尊の説かれた教説｣を示唆する｡ これによれば,｢聖教 を顕揚する｣ とは,『瑞伽論』に

説示される悌 ･世尊の説かれた教説 を顕 らかに揚 げるの意 となろう｡つまり 『顕揚論』に

おける ｢聖教｣ とは直接的には 『瑞伽論』を示 しなが ら,その背後 に ｢悌説｣の存在 を伺

わせるものがある｡

このことは次のように理解 されはしまいか｡『顕揚論』が ｢今昔錯綜地中要顕揚聖教｣と

説 くとき,それは単 に 『顕揚論』の議論が 『玲伽論』に依拠 している事 を告げるのみなら

ず,その教義が,『瑞伽論』に継承 された悌･世尊の教説 に基づ くものであることを主張 し

ているのである｡換言すれば,檎伽行学派の 『顕揚論』が展開する大乗の教義 こそが,悌 ･

世尊が教 え説かれた真意 を過不足な く伝 えるものであ り,真の備説で＼あることを宣説 して

いるのである｡それが ｢顕揚聖教｣の意である, と｡

以下には, このことを ｢清勝決揮品第十一｣第35侭 を通 じて検証 しよう｡

[=]

『顕揚論』で展開される論議の主題 は,｢撮事品第一｣第一偶で｢九事｣ (輸伽行学派にとっ

ての九種の根本主題事項,vastu;一切 ･界 ･雑染 ･諦 ･依止 ･覚分 ･補特伽羅 ･果 ･功徳)

として提示される4)0｢掻勝決揮品第十一｣は,｢九事｣の もとに集成 された ｢聖教｣を ｢摂｣

する ｢撮事品第一｣に対する ｢勝｣れた ｢決揮｣の章である｡それ故 ｢撮勝決揮品｣は ｢九

事｣に従って ｢一切事決揮｣第-,乃至 ｢功徳決揮｣第九 までの九種の大科 よりなる. こ

こで論 じる第35偶 は九種決樺の第六 ｢覚分決揮｣中,第 8｢修道断沈捧義｣･第 9｢観察捨

惑轟愛義｣に対応する5)0
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｢撮事品第一｣の第六 ｢覚分事｣では ｢四念住｣を始めとする三十七菩提分法以下 ｢虞大

阿世耶｣まで28の項 目が論 じられる6)｡ ところが, この第六 ｢覚分事｣に対する ｢撮勝決揮

品｣中第六 ｢覚分決揮｣では三十七菩提分法第一の, したがって28項 目第一の四念住に焦

点を当てて議論が展開される｡｢覚分決揮｣よりは ｢四念住決揮｣とでも称すべき内容であ

る7)｡

さて,その ｢覚分決揮｣第 8 ｢修道断沈捧義 (念住修位の二種の相応遺)｣･第 9 ｢観察

捨惑壷愛義 (念住修位の相応道の観察)｣を論 じる第35侶及び長行 は以下の ごとくであ

る8)0

復た次に,頒に日 く｡

沈 ･韓を断ぜんが馬に,相鷹の道に二種あり｡

観察 して煩悩を捨す｡及び三愛を壷さんが馬な り｡ (ka.35)

〈八 修道断沈悼義〉

論 じて日 く｡念住修位の中に於て,沈･樟 9)を断ぜんが馬の故に雁に二種の相鷹

の道10)を修すべ し｡『比丘尼経』11)及び 『取白心相経』12)に説けるが如 し｡
じんもつ

云何が 『比丘尼経』に説けるや｡彼の経に言 うが如 し｡｢沈没13)を断ぜんが馬め
まさ

の故に,雁首に少分の可愛にして清浄の相貌を思惟すべし｡樟動14)を断ぜんが島めの

故に,復た鷹 に略 (578a)撮すべ し｣ と｡

云何が 『取白心相経』に説けるや｡彼の経に言 うが如 し｡｢白心の相を取 らざる

に由るが故に,心をして沈没せしむ｡少分の可愛の夕付目を取 るに由るが故に,沈の

随煩J｢臥 暫時に断息す｡ 然 も心末だ定を得ずんば,復た更に其の心を略撮せよ｡ 沈

没の過を見れば,復た外相を取れ｡捧動の過 を見れば,後に復た更に白心の相 を取

れ｡爾の時,能 く沈 ･樺の随煩悩を断 じ,心,正定を得て,其の心を略撮 して白心

の相を取る｡沈 ･韓を離るるが故に｣ と｡

く九 観察捨或壷愛義)
あん

復た次に,相鷹道の観察に由るが故 に,能 く煩悩 を捨す｡鷹に知るべ し,『鶴経』15)

に説けるが如 し｡故に彼の経に言わ く｡言う所の ｢難 16)｣とは行者の心に喰 う｡｢所
よう

行に非ざる虞に行 く｣とは,彼の行者,可愛の境界を思惟するに喰 う｡｢島 17)に執せ

らるるを被 る｣ とは,彼の行者,貴纏に執せらるる所 と馬るに喰 う｡｢弟,怨訴す｣

とは,彼の行者の心に撃悔 を生ずるに喰 う｡｢暫 く放捨す｣ とは,彼の行者の貴纏,

暫息するに喰 う｡｢土塊｣とは,五取薩に喰 う｡｢大場権 18)｣とは,無常観に喰 う｡｢窟
ようし

穴｣とは,直如観に通達するに喰 う｡｢鎮子 よ, と喚びて｣とは,観察作意するに瞭

う｡｢鶴,迅来す｣ とは,彼の貴纏,将に現在前せんとするに喰 う｡｢窟穴に入る｣
とは,最如観 を思惟するに愉 う｡｢島,自ら苦害す｣ とは,随眠の断に喰 う｡

復た次に,此の相鷹の道富に知 るべし,能 く三愛を表す｡謂 く助伴愛,利養愛,

後有愛な り｡ 此を封治せんが馬の故に,我 と法 とに差別有ること無 きを顕す｡

(大正31,577C～578a)

長行冒頭 に ｢念住修位の中に於て,沈 ･韓を断ぜんが馬の故に鷹 に二種の相鷹の道 を修

すべLo｣とあるように, この第35偶は｢四念住｣の修習のうち,｢憤沈 styanaと捧挙 audd-
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hatyaを断滅 し｣,｢著摩多 と毘鉢舎那の止観道 を修習する｣ことが説かれ,その教証 として

三種の阿含経典 (前者に2経,後者に 1経)が引用されていio これら三種の経典,『比丘

尼経』･『取白心相経』･『鵜摩』は,各々 『雑阿含』615｢比丘尼経｣(Bhikkhuz-ua-sakko),

616｢厨子経｣(Su-do),617｢鳥経｣ (Saku甲agghi)に同定されている19)｡雑阿合の一連の

経典が前後 して引用されていることに注目したい｡

さらに,後に詳論するように,『顕揚論』のこれら三種の教証の経典が,そのまま 『玲伽

論』｢境事分中契経事菩提分法揮撮｣の ｢四念住｣で論 じられていることに留意すべきであ

る｡ 周知のように,『瑞伽論』｢撮事分｣は稼伽行学派にとっての根本教義文典に当たる｢素

唄債事｣(sdtra-vastu,表題 は ｢契経事行揮掻｣～｢契経事菩提分法揮撮｣,玄笑訳 vols.

85-98),｢毘奈耶事｣(vinaya-vastu,同 ｢調伏事繰揮撮｣,vols.991100),｢摩喝理迦事｣

(m豆trka-vastu,同 ｢(本母事序梓掻｣,vol.100)という三種の事の集大成である20)｡

これら三事のうち契経事は雑阿合に対するこの学派の経典解釈 ともいうべき性格のもの

である｡ したがって 『顕揚論』の ここ ｢四念住｣の決揮は,雑阿合一 『瑞伽論』｢撮事分｣

- 『顕揚論』という思想の流れをふまえて論 じられていると理解されるのである占今は紙

面の制約 もあ り,第 3の 『弟経』を中心に考察を試みよう｡

さて, ここで教証 として引用される 『弟経』 と四念住修習 との対応関係 を整理 ･確認す

ると以下の如 くになる｡

[対応表 1]

経典引用

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

四念住修習

行者の心

｢所行に非ざる虞に行 く｣---･彼の行者,可愛の境界 を思惟す

｢鶴に執せらるるを被 る｣･･･-･-彼の行者,貧纏に執せ らるる所 と馬る

｢鵜,怨訴す｣-----･･---彼の行者の心に撃悔 を生ず

｢暫 く放捨す｣--･--------彼の行者の貴纏,暫息す

｢土塊｣
｢大場構｣

｢窟穴｣

五取薙

無常観

最知観に通達す

｢親子よ, と喚びて｣------観察作意す

｢島,迅来す｣---------彼の含纏,将に現在前せんとす

｢窟穴に入る｣-････----･･･-･･･真如観 を思惟す

｢鶏,自ら苦害す｣･･･-----･随眠の断

このように,『顕揚論』の く九 観察捨或壷愛義〉は 『鵜経』からの部分引用12例 と,そ

れに対応する四念住修習の断片的説明のみに終始する｡ この論述のありようは,稀伽行学

派の伝統では,四念住に対する教証経典 もそれに対応する四念住修習の次第 も, ともに説

明を必要 としない周知のことで＼あったことを伺わせる｡稼伽行学派には自明の,そして我々

には必ずしも明白でない,四念住の教証 と修習次第 とを,我々はそれぞれ,雑阿含経617｢鳥

経｣(Saku甲agghi)と 『輸伽論』｢掻事分｣とに求めることができる｡つまり,四念住 を説

いた阿合 と,その阿合を具体的な修習次第に構築 した 『稔伽論』 との, この両者を継承 し
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て 『顕揚論』はこの く九 観察捨或壷愛義〉を展開しているのである｡以下には両者の検

討を試みよう｡

[三]

すでに何度か触れたように,『鶏経』は稚阿含経617｢鳥経｣(Saku窄agghi)に同定され

る｡今は 『顕揚論』 との対応のため,求那政陀羅訳を引用する21)｡

(617)是の如 く我聞けり｡一時,イ弗,舎衛国祇樹給孤独園に住せ り｡爾時,世尊,

諸の比丘に告 ぐO過去世の時,-鳥有 り,名づけて羅婆 と日う｡ 鷹の馬に捉えられ,

虚空に飛騰 し,空に於て鳴喚 して言 く,｢我,自覚せずして忽に此の難に遭 う｡ 我,
そぞろ

座に父母の境界を捨離 して他虞に遊ぶが故に此の難に遭 う｡ 如何せん,今日,他の

馬に困しめられ,自在を得ず｣と｡鷹,羅婆に語る｡｢汝,富に何虞に(173a)自らの

境界有 りて,自在を得べきや｣と｡羅婆,答えて言 く,｢我,田の耕権の中に於て自

らの境界有 り,諸の難を免るるに足る｡是れ我が馬に家にして父母の境界なり｣ と｡

鷹,羅婆に惰慢を起 して言 く,｢汝を放ち,耕横の中に去還せしめん｡能 く脱するを
いな

得んや,以不や｣と｡是に於て羅婆,鷹の爪より脱するを得｡還 りて耕横の大塊の

下に到 り,止る虞に安住す｡然る後,塊上に於て鷹 と闘わんと欲す｡鷹,則ち大に
すみや

怒る｡｢彼は是れ小鳥なるに敢て我 と闘う｣と院意極めて盛に,駿かに飛びて直ちに
むね

持つ｡是に於て羅婆,塊下に入る｡ 鷹烏,飛ぶ勢に臆を堅塊に衝 き,身を砕 きて即

死す｡時に羅婆烏,深 く塊下に伏 し,仰いで偶を説いて言わ く｡

鷹島,力を用て来 り

院の猛威の力に乗 じ

戟,具足 し通達 し

怨を伏 して心随喜す

設い,汝,兇愚にして

我が智慧の

我が智の殊勝なるを観よ

羅婆,自界に依る

禍を致 し其の身を砕 く

白の境界に依 り

自ら観て其の力を欣ぶ

百千の龍 ･象の力有 らんも

十六分の一に如 らず

蒼鷹を推滅せ り

是の如 く,比丘よ,彼の鷹島の如きは愚痴にして自ら親 しむ所の父母の境界を捨

て,他虞に遊び斯の災患を致す｡汝等比丘 も亦た鷹に是の如 くなるべし｡白の境界

の所行の虞に於て鷹に善 く守持 し,他の境界を離るべし,鷹富に撃すべし｡比丘よ,

他虞 ･他境界 とは,謂 く,五欲の境界なり｡眼,可意なるを見て妙色を愛念 し,欲

心にて染著す｡耳は馨を識 り,鼻は香を識 り,舌は味を識 り,身は触を識 り,可意

にして妙蝕を愛念 し,欲心にて染著す｡是を比丘の他虞他境界 と名づ く｡ 比丘よ,

自ら父母の境界に虞すとは,謂 く四念虞なり｡ 云何が四と為す｡謂 く,身の身観念

虞,受 ･心 ･法の法観念虞なり｡是の故に比丘よ,自行虞の父母の境界に於て,自

ら遊行 し,他虞 ･他境界を遠離すと,雁首に撃すべ し｡価,此の経を説き己れ り｡

諸の比丘,価の所説を聞き,歓喜 ･奉行す｡

この ｢烏経｣は,羅婆鳥 (『顕揚論』の弟に対応)と鷹 (同,鶴に対応)との寓話の前半

(侶頒 まで)及びその寓話 と四念虞 との対応の後半 とからなる｡ 先ず,我々はこの経典の前
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半部から,『顕揚論』の鶴 と鋲 との寓話を理解することができる｡両者を検討すれば明らか

なように,雑阿含 ｢鳥経｣やSaku甲agghiと 『顕揚論』の 『弟経』とは,内容的には合致す

るものの,当然のことながら経文が一致するわけではない｡あえて対応を示す と,以下の

如 くになろう｡

[対応表 2]

『顕揚論』所引の 『弟経』 求那政陀羅訳 ｢烏経｣

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

｢行非所行虞｣

｢被島所執｣I

｢鵜怨訴｣

｢暫放捨｣
｢土塊｣･

｢大場壌｣

｢窟穴｣

｢喚鋲子｣･

｢鶴迅来｣･

｢入窟穴｣･

｢親日苦害｣

｢羅婆｣

｢座捨離父母境界而遊他虞｣

｢島鷹所捉｣

｢鳴喚言｣

｢於是羅婆得脱鷹爪｣

｢塊｣

｢耕棟｣

｢大塊之下｣

｢欲輿鷹闘｣

｢鷹則-駿飛直樽｣

｢羅婆入於塊下｣

｢鷹烏飛勢腺衝堅塊,砕身即死｣

他方, この経典の後半部では,｢他虞他境界 -五欲境界｣･｢自虞父母境界-四念庭｣の対

応のもと,前者を ｢遠離｣し後者を ｢自遊行｣することが説かれる｡ しかし,『顕揚論』の

ような,具体的な四念住修習次第には触れられていない｡ この四念住修習次第について,

次に 『瑞伽論』｢撮事分｣を見てみよう22)0

復た次に,諸の碁舞有 り｡諸念住に於て正勤修習す｡而 も是れ異生にして或は且壁

妙可愛の境界,正に現在前する有 り,或は復た濁虞 して諸の相状 を得,失念するに

由るが故に,不如理の想を以て依止 と為し,率爾にb猛利の合纏を費起す｡ 彼, エ些

の纏に於て深心に厭恥 し,自身,厄難極邸横虞に於て堕するが如 く謂い,猛利に遠

離を思 う心を費起す｡是の如 き行に由り,便ちd彼の纏に於て心に解脱を得｡既に解

脱 し己 り心に歓喜生 じ,此れ従 り己後,猛利の厭を起 し,猛利の厭の後, ｡無常想を

得｡大型を見るが如 くf諸行の塊を著 し,便ちg聖締に於て如賓に現親 し,其を以て

浬磐に依止 し依附す｡又た即ち有撃にしてh観察作意 し,勝妙の境に於て浮相を思惟

するも,末だ貴の随眠を永断せざるに由るが故 に, i含纏,率爾に生起 し現前する

に,尋いで復た彼に於て深 く過患を見,此の纏及び随眠を断ぜんと欲するが創 こ｣_塞

相定に入る｡是の如 く能 く徐のk未断の法を断じ,定より起ち巳 りて如章に一切己に

断ぜ りと了知 し,微妙なる解脱の喜柴を領受し,如賓に自己を鶴見す｡大智力を成

就するが故に,名づけて彊盛 と為す.諸の魔羅品23)は其の力,扇劣 なり｡

(vol.97,860C16-861a2)
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冒頭に ｢諸念住に於て正勤修習す｣と明記され, また印順編 『雑阿含論合編』(註記(川の

参照)が,椎阿含経617｢鳥経｣にこの ｢撮事分｣を付すにあた り ｢諸纏｣ と記 したよう

に,四含住の修習により ｢纏｣を断滅することが ここでのテーマである｡ その具体的なプ

ロセスは,凡夫 ｢異生｣が ｢勝妙可愛の境界,正に現在前する有 り｣乃至 ｢如章に自己を

散見す｣まで詳細に説かれている｡その修習次第は 『顕揚論』 との対応を考慮すれば,引

用文中の下線のようにa～ kの11項 目に要約されよう｡ 両者の対応は以下の如 くである｡

[対応表 3]

『玲伽論』｢撮事分｣ 『顕揚論』く九 観察捨或表愛義〉

a ｢勝妙可愛の境界正に現在前す｣--･･･(参彼の行者,可愛の境界を思惟する

b ｢猛利の貴纏 を費起す｣･･･-･-----(参彼の行者,貴纏に執せ らるる所 と為る

C ｢此の纏に於て深心に厭恥 し｣-----④彼の行者の心に撃悔 を生ず

d ｢彼の纏に於て心に解脱を得｣----⑤彼の行者の貴纏,暫息す

f ｢諸行の塊｣
e ｢無常想｣

g

h

･-

･1J
k

⑥五取薙

⑦無常観

｢聖綿 に於て如章に現観ず｣-･････---⑧寅如観に通達す

｢観察作意｣ ⑨観察作意す

｢貧纏,率爾に生起 し現前す｣･---･･⑩彼の貴纏,将に現在前せんとす

｢無相定に入 る｣ ⑪県如観を思惟す

｢末断の法を断 じ･-一切巳に断ぜ り｣-⑫随眠の断

この対応は,雑阿含 ｢烏経｣を教証 とする 『顕揚論』く九 観察捨或蓋愛義)の四念住修

習の具体的な次第が,『瑞伽論』｢撞事分｣に依拠 した ものであることを明示 している24)0

これまでの考察,具体的には対応表 1･2･3を通 じて,我々は,四念住についての 『顕

揚論』の論述が 『稼伽論』に依拠 し, さらにそれが阿合に基づいて展開されていることを

理解 したわけである｡ これは, ここ 『顕揚論』く九 観察捨或表愛義)の依拠 したのが,た

またま 『玲伽論』｢撮事分｣であったからではない｡『顕揚論』の解読にあた り,その論述

が,帰敬偶の ｢錯綜地中要｣の如 くく,直接 ･間接的に 『稼伽論』に依拠 し,その背後に阿

合の存在 を予測 させることは,多々出会 うことである｡個別的な論証は今後の課題である

が, このことは 『顕揚論』論述の基本 とも云 うべきものである｡

このように 『顕揚論』の論述が, この学派の教義体系や院想体験の集大成 とでも云 うべ

き 『稼伽論』に依拠することに止 どまらず,阿含経典に基づ くことを直接間接的に強調 し

主張する意図を如何様 に受け止めるべ きであろうか｡換言すると,帰敬侭 ｢錯綜地中要｣

のみならず併せて,｢顕揚聖教｣する真意は如何様に理解すべ きであろうか｡

[四]

上述の如 く,『顕揚論』の主題は九事,即ち一切 ･界 ･雑染 ･諦 ･依止 ･覚分 ･補特伽羅 ･

果 ･功徳である｡ その最終項 目 ｢功徳｣は,｢撮事品第一｣｢功徳事｣の論述が ｢四無量｣

以下の ｢共法八類｣(共 :壁間･独覚乗 と共通)及び ｢三十二大丈夫相｣以下の ｢不共法十
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二類｣(不共 :菩薩乗のみに固有)であることから理解されるように,悌道修行の結果に伴

う ｢功徳｣である｡ ところが同じく ｢功徳｣を ｢共 ･不共｣として説きなが ら ｢撮勝決揮

品｣｢功徳決揮｣のそれは性格をやや異にする｡｢功徳決揮｣瞥見のため,科文を簡略に提

示 しよう25)｡

9 功徳決揮

9-1 共三義

9-1-1 - 十七増上建立義

911-2 二 対治差別無辺義

9-1-3 三 九門思惟義

9-2 不共六義

9-2-1

9-2-2

9-2-3

9-2-4

9-2-5

9-2-6

一
二

三
四

五

六

五困種姓差別義

十困大乗価説義

六因多価供出義

六因備説一乗義

諸悌平等義

価事任運義

興味を引かれるのは ｢不共義｣である｡｢不共功徳｣で論 じられる主題 は,｢撮勝決揮品｣

第4ト43偽に説かれるように,(1)種姓差別義,(2)大乗併説義,(3)多価倶出義,(4)悌説一乗

義,(5)諸悌平等義,(6)悌事任運義の 6項 目である｡ これら六種のテーマは,第- ｢一切事

決揮｣乃至第八 ｢果事決揮｣として説示された悌道の修習に伴 う,大乗に固有の ｢功徳｣

と解されよう｡ これまで検討 してきた第六 ｢覚分決揮｣第35倍の四念住の修習 も例外では

ない｡大乗の菩薩が四念住の修習を実践するとき,(1)種姓差別義,乃至(6)僻事任運義の功

徳が伴 うと云 うのである｡四念住を含め 『顕揚論』で論 じられてきた多 くの悌道の修習が,

これらの功徳に収欽されると主張する如 くである｡

さて上述の如 く,『顕揚論』の四念住修習は,阿合一 『玲伽論』- 『顕揚論』という継承

を背景に論 じられてきた｡ このことと,第九 ｢功徳決揮｣の ｢不共功徳｣ との聞達性 を,

とりわけ(2)大乗悌説義 (大乗が仏説であることを論 じる)･(4)価説一乗義 (いわゆる一乗･

三乗をめぐる議論)が説かれる意図を次に検討 しよう｡阿合に支えられて四念住を論 じる

ことと,功徳 として ｢悌説｣を強調することの関係を明らかにするためである0 [そのうち

(4)悌説一乗義は紙面の制約 もあり,今は簡略に論 じるしかない｡いずれ別な機会に論及 し

たい]｡

ところで,一般に大乗の諸諭吉が自ら ｢大乗｣について論 じる場合,幾つかのテーマに

大別される｡そのうち玲伽行学派の諸論書に散見されるこの種の議論は次のように要約さ

れよう｡

[1]『琢伽論』などの三乗併記するもの ;三乗を並列的に論 じ,大乗の勝れた特色を明記 し

ても,必ずしも他の二乗に比 して優位性を強調するものではない｡

[2]『大乗荘厳経論』 (Mahd-ya-nasu-t71a-la7Pkalyla以下,MSA)I-7･『顕揚論』｢掻勝決揮品｣

大乗悌説義などの大乗仏説論を説 くもの ;大乗非仏説論に対抗 して,大乗が (あるいは,
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大乗 も)仏説であることを主張する｡

[3-1]MSAXト53-59｢求一乗義,ekayanata-paryePti｣･『撮大乗論｣X-32･『顕揚論』

｢撮勝決揮品｣イ弗説一乗義などの求一一乗を論 じるもの26):一乗-大乗の優位性 を論 じるが,

必ずしも他の二乗 を否定するものではない｡

[3-2]MSAXIX-59･『顕揚論』｢撮浄義品第二｣大乗性 (548C)などの大乗の偉大さ･優位

性 (mahayanamahatva)を強調するもの27);上記[2]が大乗は仏説であることを説いたの●● ●●
に対 し,馨聞 ･独覚乗に比 して勝れている大乗 こそが,あるいは大乗のみが仏説であるこ

とを強調するもの｡

おそらく,いずれ詳細に論及 しなければならないが, この[1]～[3]のような次第で大乗

をめぐる議論は展開した と想定される｡

そのうち[2]大乗仏説論は,上記の 2資料 についてすでに芋井伯毒博士が,｢富時大乗非

仏説論があったので,､それに対抗 した ものであらう｡ 何等の反対 もないのに,わざわざか

かる論証 を試みる要があるとは考へ られないからである｡｣28)と述べているように,いわゆ

る｢大乗非悌説諭｣29)に対抗 して主張されたものである｡ ところが この議論を巡 る瑞伽行学

派の現存資料は上記のもののみであるoMSA以降の『中辺論』,『撮大乗論』,『阿畢達磨集

論』あるいは 『三十頒』などでは[2二i大乗仏説論が見 られず,大乗が仏説であることは当然

の前提 として,その上で,[3]特に【二3-2]大乗の偉大 さ･優位性 (mahayanamahatva)が論

じられている｡ このことは,大乗の仏説であることが速やかに容認 され,大乗仏説論を展

開する必然性が薄れて来たからではなかろうか｡ とすれば 『顕揚論』があえてこの[2]大乗

仏説論 をそれ も ｢掻勝決揮品｣｢功徳決揮｣で展開し,さらに[3-1]大乗一乗論 く同,六困

価説一乗義),[3-2]大乗の偉大さ･優位性 (mahayanamahatva)の強調 (｢掻浄義品第二｣

大乗性〉 と併せ説いていることの意味を検討 しなければならない｡
＼

さて,｢不共六義｣中第二 ｢十因大乗悌説義｣の議論に戻 ろう｡『顕揚論』は次のように

論述する｡

問う,云何が鷹に知 るべし,大乗の言教是れ悌所説なるを｡答 う｡ 十種の因に由る

が故な り｡一に先に記別せざるが故に｡二に今知 る可からざるが故に｡三に多 く所作

有るが故に｡四に極重障の故に｡ 五に尋伺の境界に非ざるが故に｡若 し先に聞かずば

是の如 く尋思 ･計度すること能わず｡是の故に若 し是れ鯨の所説なりと言わば道理に

鷹せず｡六に大覚を讃するが故に｡若 し未だ成併せずして能 く悌教を説 くとは道理に.

鷹ぜず｡七に第三乗無 しの過失の故に｡八に此れ若 し有 ること無 くは鷹に一切智者の

成無かるべ しの過失の故に｡九に此を縁 じて境 と為 し,理の如 く思惟の一切の諸煩悩

を封治するが故に｡十に鷹 に言の如 く彼の意を取るべからざるが故に30)｡ (581b)

このように 『顕揚論』は ｢十種の因に由るが故｣に ｢大乗の言教是れ悌所説なるを｣,す

なわち大乗が悌説であることを主張する｡ しかしこれらの論述 はいづれ も断片的であり,

理解に困難が ともなう｡

我々は幸いなことに,同質の大乗仏説論をMSA第 Ⅰ章第 7偽に兄い出すことができる｡

この MSAの大乗仏説論を見てみよう｡
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naivedaql mahayanarTl buddhavacanarp kutas tasyayam anugarTISO

bhavi亨yatityatravipratipann豆Stasyabuddhavacanatvaprasadhanartharpk豆r-

anavibh豆jyam 豆rabhyaglokab/

く1〉豆d豆vavy豆kara申tく2〉samapravrtterく3〉agocar豆tく4〉siddheb/

く5〉bh豆V豆bh豆ve'bh豆V豆tく6〉pratipak学atV豆dく7〉rut岳･nyatvat//7//

〈1〉豆(ほv avyakara申tyady etatsaddharmantarayi31) pa歪catkenapy

utpaditaql/kasmadadaubhagavatanavyakrtam anagatabhahgavat/

〈2〉samapravrttehsamakalaqlCa喜ravakayanenamahayanasyapravrttir

upalabhyatenapa歪caditikatham asyabuddhavacanatvaIPVijaayate/

く3)agocarann豆yam evam ud豆rogambhira歪cadharmastarkik叫 arp

gocarab/tirthika歪豆stre!utatprakar豆nupalambhaditi/n豆yam anyair'bh豆?ito

yujyate/ucyamane'pitadanadhimukteb/

く4)siddherath豆nyen豆bhisarpbudhya bh豆?itab /siddham asya budd-

havacanatvarp/saeva･bugdhoyo'bhisa叩budhyaevarPbha亨ate/

(5)bhaⅤabh豆ve'bh豆vadyadimahayanamkimcidastitasyabhavasiddham

idarpbuddhavacanamato'nyasyamahay豆nasyabhavat/athanastitasy畠bh豆ve

gravakayanasyapy abhaⅤat/gravakayanalpbuddhavacanarpnamahayanam

itinayujyatevinabuddhayanena buddh豆nam anutpad豆t/

く6〉pratipak!atvat/bhavyam豆naITICa mahayanarp sarvanirvikalpaj-

触n豆grayatvenakle喜an豆IPpratipak!obhavatitasm豆dbuddhavacanarp/

〈7〉rut豆nyatv豆t/nacasyayatharutam arthastasmannayatharutarth-

anusarePedam abuddhavacanarpveditavyarp/ (ed.byS.Levi,p.3)

【試訳】

｢この大乗 は絶対に仏説ではないo[それなのに]この [大乗]にかの功徳 (anu歪a-

rTISa)32)がどうしてあるというのか [,ありはしない]｡｣とこの点で曲解 している人

達がいる｡ [彼たちに対 して]これ (大乗)こそが仏説であることを証明 しようとし

て,理由 (k豆rapa)を詳びらかにすることについての一偏

(1)最初に授記がないから,(2)同一時に生起するから,(3)対象界ではないから,(4)

既に立証 されているから, (5)有 るもしくは無い場合,無いから, (6)対治 となるか

ら,(7)音声のままではないから,[この大乗こそが仏説である]｡(Ⅰ-7)

(1)｢最初に授吉己がないか ら｣とは, もし正法が妨害 されて (衰滅 して),その後

に,誰かがこれ (大乗)を興起 したのである, と [対論者が]云 うならば,何故に,

世尊は最初に ｢後代に [正法は]妨害される (衰滅する)だろう｣との如 く,授記

されなかったのであろうか｡

(2)｢同一時に生起するから｣とは,聾聞乗 と大乗 とは同一時に生起 したことが認

められているのであって,[大乗は馨聞乗の]後に [生起 した と認められるの]では

ないからである｡ したがって,何故にこの [大乗]が仏説ではないと理解するのか｡

(3)｢対象界ではないから｣とは,かように広大甚深なこの法は,理論家 (tarkika)
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の対象界ではない｡[まして]外道の諸論書にこの種のものは兄い出されないからで

ある｡ したがって, この [大乗]を [世尊]以外の者が説示 したというのは正 しく

ない｡よしんば [理論家や外道たちに]説いた としても,[彼 らは]それを信頼 しな

いからである33)0

(4)｢既 に立証 されているから｣ とは,た とえ他の人が正覚 して説いた としても,

それ (正覚者が説示 したの)は仏説であると立証 されている｡ 正覚 してかように説

示する者,彼 こそが仏陀にはかならないのである｡

(5)｢有 るもしくは無い場合,無いから｣34)とは,もし何か大乗が存在するなら,そ

れが有る場合,それが仏説であると立証 されるのである｡ それ とは別ノな大乗は塁上三

重三互である｡あるいは, もし [大乗が]存在 しないなら,それが無い場合,馨聞乗

もまた無いか らである｡草間乗が仏説で大乗はそうではない, というのは不合理で

ある｡仏乗な くして諸仏の出世はないからである35)0

(6)｢対治 となるから｣ とは,大乗を修習することは,あらゆる無分別智の [生起

する]根拠であるから,煩悩の対治 となるのである｡それ故に [大乗 こそが]仏説

である｡

(7)｢音声の ままではないから｣36)とは,音声の意味内容は音声のままではない｡そ

れゆえに,音声のままに意味内容を適合 させて, これ (大乗)は仏説ではないと理

解すべきではない｡

MSAを参照 しつつ 『顕揚論』の読解 を試みよう｡た とえばMSAく1〉の ｢何故に,世尊は

最初 に ｢後代に [正法は]衰滅するだろう｣との如 く,授記されなかったのであろうか｡｣

を考慮すると,.『顕揚論』第一の ｢一一,先不記別故｣は ｢正法が衰滅 し,後に大乗が興起す

るという世等の記別 (預言)が最初 に無 い から｣の意 と解されよう｡ あるいはく2〉samapra-

vrttebを参照すると ｢七,無第三乗過失故｣は ｢聾聞･独覚･菩薩の三乗 とも仏説 として同

時に生 じたのである｡ 大乗が非仏説ならば,第三の乗 (菩薩乗)が無いという過失になる

からである｡ (そうならば馨聞 ･独覚乗 とも存在 しないことになるだろう｡)｣と理解 され

る｡

｢八,此若無有鷹無一切智者成過失故｣は く5〉bhaVabhava'bh豆Ⅴatの後半のみを継承 し

た と理解される｡すなわち ｢大乗が無 ければ馨聞乗 も無 く, したがって諸仏の出世 (一切

智者が成ずること) も無 くなるだろう｣の意 となろう｡同様にして,判断し難い項 目もあ

るが,両者は以下の如 くに対応する｡

[対応表 4]
『顕揚論』

一

二

三

四

五

六

先不記別故｡

今不可知故｡

多有所作故｡

極重障故｡

非尋伺境界故｡

讃大覚故｡

MSA I-7

く1)adavavyakara申t

く3〉agocarat

く4〉siddheh



『顕揚聖教論』｢撮勝決揮品第十一｣第35偶 について

七

八

九

十

無第三乗過失故｡ 〈2〉samapravrtteh

此若無有鷹無一切智者成過失故｡-･-- く5〉bh畠vabhave'bh云Vat

縁此馬境如理思惟封治一切諸煩悩故.- く6〉pratipakgatvえー

不磨如言取彼意欲 (7〉rutanyatvえー

この両者の対応は,『顕揚論』が MSAの大乗仏説論 を承知 していたことを伺わせる｡

『顕揚論』が MSAを継承 した とも,あるいは両論書に先行 して既 に大乗仏説論があ り,両

者がおのおの受け継いだとも推測 される｡だが,両論書に先行するであろう 『玲伽論』に

この種の大乗仏説論が見あたらないこと,年代論的に 『琢伽論』 より以前に大乗仏説論が

存 した とは認め難いことを考慮すると,前者の妥当性が高いだろう｡

とすれば 『顕揚論』のここでの議論は,MSAに依拠 し敷術することで,自説が大乗の教

義に沿った ものであ り,同時にそれが仏説であることを宣説 していることになる｡ 今は詳

細な検討を省略せざるを得ないが,大乗仏説論に引き続 き 『顕揚論』が論及する ｢三 六

困多悌供出義｣や ｢四 六国債説一乗義｣についても同様なことが云えよう｡

つまり 『顕揚論』は自らが論 じる大乗の教義が仏説であることを,二段階に分けて論証

しているのである.すなわち,(丑稼伽行学派の伝統に沿った自説が大乗の教義であること

を,先行する諸論書に依拠 しあるいは敷術することで確証 し37),同時に②その大乗の教義が

他ならぬ仏説であることを論証する｡ この論議は,本稿前半で論及 した,みずから依拠す

る 『稼伽論』がその背後に阿含の存在 を伺わせ,阿合を継承 した仏説であること,および

その教義を宣説する 『顕揚論』こそが仏説に他ならないことを顕揚することにそのまま繋

がるものである｡

このような理解が認められるならば,『顕揚論』が,MSAの大乗仏説論などを継承 し,

しか も他ならぬ ｢撮勝決揮品第十一｣｢功徳決揮｣の ｢不共功徳｣においてその論述を展開

した意図を,我々は読みとることができたと云えるのである｡

[五]

はなはだ鳥【敢視的な議論ではあるが, これまでの論述は以下のように要約 されよう｡

(1)『顕揚論』は自ら説 く瑞伽行学派の教義が,大乗のそれで あり,同時に価･世尊の説か

れた直々の教説に他ならないことを宣説する｡

(2)『顕揚論』は直接･間接的に 『玲伽論』を論拠 として引用する｡その 『玲伽論』は 『顕

揚論』が ｢地中の要を錯綜すべき｣ とした大乗玲伽行派の論拠である｡ 同時に 『稼伽論』
の論述はその背後に阿含経典の存在を伺わせ,阿合に支えられたものであることを 『顕揚

論』は論述する｡ すなわち,阿含 (仏説)- 『玲伽論』- 『顕揚論』という思想の系譜の

うえに,自らの教説が展開されていることを 『顕揚論』は強調する｡

(3)『顕揚論』は自説が大乗玲伽行学派の教説であることを論証するため,大乗諭吉である

MSAに依拠 し敷術的に論述する｡

(3-1)『顕揚論』は自説の大乗の教説が仏説であることを論証するため,｢撮勝決揮品｣で

MSAの ｢七困｣(漢訳八困)を継承 しつつ ｢十因｣に拡充 して大乗仏説論を展開する｡

(3-2)『顕揚論』は同時に,大乗仏説論に先立ち ｢撮浄義品第二｣で大乗の偉大 さ･優位性

(mahayanamahatva)を強調 し, ここ ｢撮勝決揮品｣で大乗一乗論を併せて展開する｡ こ
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れは,自説の大乗が仏説であることのみならず,他ならぬ 『顕揚論』で説かれる大乗の教

説 こそが仏説であることを主張するためである｡

(4)｢顕揚聖教｣のうち,｢聖教｣ とは 『稼伽論』に展開される教説であ り,それはそのま

ま仏 ･世尊の教説 (阿含)から直々に継承 されたものである｡その ｢聖教｣を ｢顕揚｣す

るとは,かように阿含- 『稼伽論』- 『顕揚論』 として継承 されてきた大乗の教説 こそが

仏説であり,その仏説を過不足な く顕揚することである｡それが ｢九事｣からなるこの 『顕

揚論』に他ならない｡

『顕揚論』の解読には,桂紹隆氏 (広島大学),沖和史氏 (種智院大学), とくに ｢揖勝決

揮品第十一｣については毛利俊英氏 (筑紫女学園)から多大のご教示を得ることができた｡

また佐世保,洪徳寺所蔵の漢籍文献 を利用させていただいた｡末尾なが ら共に記 して謝昔

を表するものである｡

なお本稿は,第47回日本印度学仏教学会 (1996.9.6,於立正大学)で発表 した草稿に

加筆修正 したものである｡ また本稿を草するにあた り,稼伽行思想研究会 (代表,広島大

学桂招隆教授)製作,漢訳データベース 『玲伽論』,『顕揚論』を利用 し,検索 ソフ トは,

｢file検索犬ポチ｣を用いた｡

(1) 『顕揚論』の科文及び偶頒番号については,早島･毛利 ｢『顕揚論』の科文｣(長崎大教育学部社会科学

論叢No.40)参照｡

(2)『顕揚論』の侶煩 と注釈散文 との著者問題については,上記 ｢『顕揚論』の科文｣p.82,註記(1)を,さら

にこの帰敬偏の問題点については同 p.83,註記(4)を参照されたい｡ この詳記(4)に記された帰敬第 3侭の

読み ｢今昔に地中の要を錯綜すべ し,聖教を顕揚するは慈悲の故にして,文約やかに義周ね く而 して易

し暁 し｡｣はここでは採 らない｡

(3)玄笑訳にのみ残存する 『顕揚論』を論 じなが ら ｢漢訳に基づ く限 り｣ とするのは以下の理由による｡

『顕揚論』の ｢聖教｣を,単に ｢教説｣･｢尊い教え｣の意味を越えた,イ弗･世尊の説かれた教えと理解す

るのは,[1]｢諸悌聖教｣や ｢聖教如世尊言｣などの用例が頻出すること,及び [2]｢俳･世尊｣の限定

語はないがその内容が ｢十二分教｣など備 ･世尊の教説であることが明らかな用例が多々あることに依

拠 してである｡

しかし [1]の場合,漢訳 ｢諸悌聖教｣や ｢聖教如世等言｣ と原典 との対応は,残念なが ら不明であ

る｡ この点で,同じく玄芙訳であり,『顕揚論』が ｢地中要｣とする 『球伽論』における ｢聖教｣の漢訳

- 原典の比較検討は有益である｡『瑞伽論』における ｢聖教｣の検討はすでに勝呂信静 『初期唯識思想

の研究』pp.98-99に見 られ,同p.121註(12)にて漢訳のみ 2例,サンスクリット対応 1例 (以下の①)の計

3例が提示されている｡

さて 『稼伽論』における ｢価/如来一聖教｣についてサンスクリットと玄笑訳の対応は大略以下の如 く

である (いまは漢訳のみの用例は省略,ただしその中に [2]｢悌 ･世等｣の限定語はないがその内容か

らして悌 ･世尊の教説であることが明らかな用例 も多いことを付言 しておきたい)｡

Ⅰ.サンスクリットと玄笑訳が対応する例

①諸悌聖教 (｢聾聞地)405C):buddha-anu歪云sanam (SBh,57-13)

②於備聖教 (｢馨聞地｣439b):喜云st叫 歪iisane(SBh,285-7)

(参如来聖教 (｢聾聞地｣449a):歪豆Sturvacanaソ (SBh,2352-16)

④於悌聖教 (｢馨聞地｣456aO3/04):孟astub各自sane.･--/(SBh,391-6/-7)

(参引諸衆生入価聖教 (｢菩薩地｣493C):sattvanbuddha各云sane'vatarayati/(BBh,46-19)
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⑥諸件聖教 (｢菩薩地｣506cO8):buddhan叫 bhagavat叫 §云sane/(BBh"84-4)

⑦価聖教 (｢菩薩地｣511C):buddha歪云sana-(BBhH97-24)

ⅠⅠ.サンスクリットと玄突訳が対応 しない例

⑧大師所説聖教 (｢草間地 418a)I.anu邑asaka(SBh,133-7)

⑨如来聖教 (｢菩薩地｣491a22,519b24):孟云sana(BBhH38122,120-5)

⑩悌聖教 (｢菩薩地｣497b25,513aOl,514a17):臨sana(BBhH5818,101-7,104112)

⑪聖教 (｢菩薩地｣497C):buddha喜豆sana(BBh,58-15)

[BBh,Bodhisattuabhiimi,edbyN.Dutt;SBh,57laVakabhilmi,ed.byK.Shukla]

これらの用例は次のことを示唆 しているo [1]については,価聖教 / 聖教｣などと｢buddha歪豆sana/

喜asana｣などとは,かならずLも厳密に対応 しない (悌如来 :歪astrの対応 もある)が,[2]の用例など

を考慮すると,『稔伽論』における ｢聖教｣はほぼ仏の説かれた教えと理解されるとみて大過ないであろ

うし, このことは 『顕揚論』の ｢聖教｣についても妥当するであろう｡

なお,『顕揚論』の Skt.題名を想定する目的で同種の試み (漢訳-Skt.)が既に向井亮氏によりなされ

ている (｢『顕揚聖教論』 と 『檎伽師地論』｣中 ｢二 『顕揚聖教論』の題名考｣(『仏教学』No.8)参照)Q

『顕揚論』の Skt.題名についての論議は今は省略する (この問題については原田和宗 ｢(経量部の ｢単層

の｣識の流れ〉という概念-の疑問 (Ⅰ)｣(『インド学チベ ット学研究』No.1)),p.142,注(15)を見 られた

い.また ｢聖教｣についての 『瑞伽論』検索に当た り,横山紘一･広滞隆之 『玲伽師地論総索引』(山喜

房,1966)を参照した｡ ご労作に謝意 を表したい｡ただ⑦及び⑩の後 2例は対応するサンスクリットが

あるにもかかわらず,同書では欠落 している｡

(4) ｢揖事品第-｣(大正31,480b)

｢一切界雑染 諦依止覚分 補特伽羅果 諸功徳九事｣(第一侶)

なおこの九事については上記 ｢『顕揚論』の科文｣第三章を参照されたい｡ また,先に本論で ｢『顕揚論』

の教義 こそが,イ弗･世尊が教え説かれた真意を過不足なく伝えるもの｣ と論述 したが,『顕揚論』がこの

九事をもって論体構造 (歪云stra菖arira)をなしていることは, この九種の主題により悌･世尊の教説は過

不足無 く (余分なことも付加すべきことも無 く)説かれていると理解されるのである｡

(5) ｢掻勝決揮品｣第六 ｢覚分決揮｣の科文及びその概略は以下の如 くである｡

6 覚分決揮十一義

6-1 三乗方便建立義 k丘.XI-32 (三乗により覚分を建立する27種の方便)

6-2 念住各三差別義

6-3 影像随観念法義

6-4 所治九障義

6-5 二種作意義

6-6 三種修別義

6-7 二種不壊義

6-8 修道断沈捧義

6-9 観察捨感壷愛義

6-10三類対治義

6-11三心趣修義

ka.Xト33 (念住の区分)

(念住のいわれ)

ka.XI-34 (念住の所治障)

(念住を習する二種の作意)

(念住の三種の修)

(念住の二種の不壊)

ka.Xト35 (念住修位の二種の相応道)

(念住修位の相応道の観察)

k豆.X1-36 (念住の三種 と対治)

(念住修習 と三心趣入)

(6) ｢撮事品第-｣の第六 ｢覚分事｣で論 じられる28項 目については上述 ｢『顕揚論』の科文｣を参照され

たい｡

(7) 上記註(5)の概略参照｡｢撮事品第-｣第六 ｢覚分事｣に対する ｢撮勝決揮品｣第六 ｢覚分決揮｣が他を

省略 して ｢四念住｣決揮のみを専 らにする 『顕揚論』の意図については,遺憾ながら今のところ筆者不

詳｡今後の課題である｡なお 『顕揚論』が依拠 した 『瑞伽論』における四念住については,『馨聞地』vol.

28,440a,SBh291-5以下を参照されたい｡

(8) 確認のため本文を引用する｡

復次,頒日｡

烏断於沈捧 相魔道二種 観察捨煩悩 及為義三愛
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諭日｡於念住修位中｡岳断沈捧故鷹修二種相鷹道｡如 『比丘尼経』及 『取白心相経』説.

云何 『比丘尼経』説｡如彼繰言｡｢馬断沈没故,雁首思惟少分可愛清浄相貌.烏断捧動故,復鷹略撮｣O

云何 『取白心相経』説｡如彼経書｡｢由不取白心相故,令心沈没｡由取少分可愛外相故,沈随煩悩暫時断

息｡然心末得定,復更略撮其心｡見沈没過,復取外相｡見樟動過,後復更取白心之相｡爾時,能断沈捧

随煩悩,心得正定,略撮其心取白心相｡離沈捧故｣｡

復次,由相魔道観察故,能捨煩悩,雁知｡如 『幾程』説.故彼経言｡所言 ｢鶴｣者,喰行者心｡｢行非

所行虞｣者,喰彼行者思惟可愛境界｡｢被鶴所執｣者,喰彼行者烏合纏所執.｢鵜怨訴｣者,愉彼行者心

生撃悔｡｢暫放捨｣者,喰彼行者貴纏暫息｡｢土塊｣者,喰五取落｡｢大場壌｣者,喰無常観｡｢窟穴｣者,

喰通達真如観｡｢喚銀子｣者,喰観察作意｡｢鶴迅釆｣者,喰彼貴纏将現在前｡｢入窟穴｣者,喰思惟直如

観｡｢銀白苦害｣者,愉随眠断｡

復次,此相鷹道営知,能義三愛｡謂,助伴愛 ･利善愛 ･後有愛O鵠封治此故,顧我輿法無有差C

(大正31,577C～578a)

(9)惰沈 styanaと捧挙 auddhatyaのこと｡

(10) 著摩多と毘鉢舎那の止観道のこと｡

(ll) 『比丘尼経』:雑阿含経615経『比丘尼経』,大正 2,172a:SNA7,10,Bhikkhum-ua-sako｡また,『瑞伽

論』vol.97｢摂事分｣は雑阿合に対する簸伽行学派の経典解釈であるが, この雑阿含 (615経)について

は大正30,860abを見 られたい｡稚阿含経 と『玲伽論』｢撮事分｣との対応については,印順編 『雑阿含経

論骨編』(中華民国 72年)を参照した｡この 3種の経典は同(中)p.250以下に説かれる｡さらに雑阿含 と

『瑞伽論』｢撮事分｣との関連については,向井亮 ｢『瑞伽師地論』撮事分 と 『稚阿含経』｣(北海道大学文

学部紀要,XXXII1-2,1985)など氏の一連のご論敦や上記 ｢『顕揚論』の科文｣[三]《ⅠⅠ≫を参照された

い ｡

なお 『稚阿含』の出典箇所については,新編国訳一切経 ｢阿含部 1｣末尾に掲載されている ｢第三雑

阿含新旧巴互照表｣を参照 した｡ ここに引用される3種の経典はp.357に示されている｡

(12) 『取白心相経』:離阿含経616経『厨士経』,大正 2,172b:SN.47,8,Siido.またこの経典に対する『稼

伽論』vol.97｢摂事分｣の経典解釈は86Obcを見られたい｡

(13) 慣沈 styanaのこと｡

(14) 捧挙 auddhatyaのこと｡

(15) 『鶴経』:雑阿含経617経『烏経』,大正 2,172C;SN.47,6,Saku甲喝ghi｡またこの経典に対する『瑞伽

論』vol.97｢摂事分｣の経典解釈は以下に引用するように861aに説かれる｡

(16) 鶏の一種｡

(17) 鷹の一種｡

(18) 畑の畝｡

(19) 上述註記(1い (12)･(15)参照｡

(20) 『玲伽論』｢溝事分中契経事揮掻｣はその冒頭に次のように云 うo｢如是巳説撮異門｡云何轟事,謂由

三虞鷹知撮事,-者素喝亮覚事,二者毘奈耶事,三者摩唄理迦事｣ (vol.85,772b)0

(zl) 以下に本文を引用する｡雑阿含617経 ｢鳥経｣

(617)如是我聞,-時価住舎衛国祇樹給孤独園｡爾時世尊告諸比丘,過去世時有-鳥,名目羅婆｡烏鷹所

捉,飛騰虚空,於空鳴喚言,我不自覚忽遭此難｡我座捨離父母境界而遊他虞故遭此難O如何今日馬他所

困,不得自在｡鷹語羅婆,汝昔何虞(173a)自有境界而得自在.羅婆答言O我於田耕穫中日有境界,足免

諸難,是烏我家父母境界O鷹於羅婆起橋慢言｡放汝令去還耕壌中｡能得脱以不｡於是羅婆得脱鷹爪o還

到耕棟大塊之下,安住止虞｡然後於塊上欲輿鷹闘｡鷹則大怒｡彼是小鳥,敢輿我闘｡院意極盛駿飛直挿｡

於是羅婆入於塊下｡鷹島飛勢膿衝堅塊,砕身即死｡時羅婆烏深伏塊下,仰説侶言｡

鷹島用力来 羅婆依自界 乗院猛盛力 致禍砕其身

我具足通達 依於自境界 伏怨心随喜 自観欣其力

設汝有兇愚 百千龍象力 不如我智慧 十六分之-

観我智殊勝 推滅於蒼鷹

如是比丘,如彼鷹鳥愚痴自捨所親父母境界,遊於他虞致斯災患｡汝等比丘亦鷹如是｡於自境界所行之虞,
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鷹善守持,離他境界,鷹雷撃｡比丘,他虞他境界者,謂五欲境界,眼見可意,愛*念妙色,欲心染著｡耳

識馨,鼻識香,舌識味,身識触｡可意愛*念妙触,欲心染著｡是名比丘他虞他境界｡比丘,自虞父母境界

者,謂四念虞｡云何烏四,謂身身観念虞,受心法法観念虞,是故比丘,於自行庭父母境界,而自遊行,

遠離他慶他境界,鷹雷撃｡悌説此経己｡諸比丘聞備所説,歓喜奉行｡ (大正 2,172C-173a)

愛*:大正は ｢受｣であるが,Paliテキス トを参照 し,脚注の ｢愛｣の読みを採る｡

Saku甲@ghiを以下に引用する｡SaltlyuttaNika-yavol.6,47-6,pp.146-148｡なお南伝 vol.16(上),pp.

364-366参照｡

6.(6)Saku窄agghi.

3.Bhdtapubbam bhikkhavesak叩agghilapam sakupam sahas云ajjhapattaaggahesiHH
4.Athakhobhikkhavel云posakuposakuDagghiyahariyam云noevam paridevasiHMayam

evamhaalakkhikamayam appapu即はyemayam agocarecarimhaparavisayeHsacejjamayaITl

gocarecareyyamasakepettikevisayeHnamyayam sakupagghialambhavissaya°;darpyudd-

hayatiHH

Kopanateはpagocarosakopettikovisayoti〝〝

Yadidam nahgalakatthakaraDam leqqutthanantiHH
5.AthakhobhikkhavesakulJagghisakebaleapatthaddhasakebaleasalpVadam云n豆1豆pam

sakupalTlpamuaciHHGacchakhotvaqllapatatrapimegantvanamokkhasiti〝0

6･Athakhobhikkhavelaposakuponangalakatthakar叩am leddutthanarpgantv豆mahantaITl

le¢qum abhirdhitv云sakuDagghim vadam豆noatthasiH〝Ehikhodanimesak叩agghiHEhikho

danimesakulJagghTtiH〝

7.Athakhobhikkhavesakupagghisakebaleapatthaddh畠sakebaleasalpVadamanaubho

pakkhesann云yhal豆parrlSakuDarPSahas云ajjhapattaP〝Ya(はkhobhikkhavea組asiはposakuTO

Bahuqlagatakhomyayam sakuDagghitiHathatassevaleqdussaantaram paccup云diH〝Atha

khobhikkhavesakupagghitatthevauram paccatalesiPd
8.EvaITlhitam bhikkhavehotiyoagocarecaratiparavisayeP〝Tasmatihabhikkhavema

agocarecaritthaparavisayeHagocarebhikkhavecaratam paravisayelacchatiMar°otaralp

lacchatiM豆roaramm叩arrlH〝

9.KocabhikkhavebhikkhunoagocaroparavisayoPya°idam pancak云magu申Hkatame

paaca〝H

IO.Cakkhuvi紙eyy豆rdpaitth豆kantaman云p云piyardpakamupasaIPhit云rajaniya〝Sotavは-

neyy云saddaHla[pe]PGhanaviaAeyyagandhaHJivhavi鮒eyy豆rasaHKayavi組eyy云potthabba

itthakantaman豆p豆piyardpak豆mGpasarphitarajaniyaH〝Aya甲bhikkhavebhikkhunoagocaro

paravisayo〝〝

11.Gocare･bhikkhavecarathasakepettikevisayeHGocarebhikkhavecarataITISakepettike

visayenalacchatiMar°otaram nalacchatiMar°arammanarpHH

12.KocabhikkhavebhikkhunogocarosakopettikovisayoP ya°idaqlCatt云rosatipa叶

h云naPP KatamecattaroHH

13.1dhabhikkhavebhikkhuk云yekayanupass子viharati豆tapisampajanosatim豆vineyyaloke

abhijjh豆domanassarpHPVedanasuHCitteHDhammesudhamm豆nupassiviharatiHatapisampa-

janosatim豆vineyyalokeabhijjh畠domanassamPHAyam bhikkhavebhikkhunogocarosako

pettikovisayoti〝〝

(22) 『檎伽論』｢撮事分中契経事菩提分法揮掻｣(vol.97,860C161861a2)
復次,有諸藩易o於諸念住正勤修習.而是異生或有勝妙可愛境界正現在前,或復濁虞得諸相状,由失念

故,不如理想以馬依止,率爾費起猛利貴纏.彼於此纏深心厭恥,謂如自身堕於厄難極邸積虞,費起狂利

思遠離心｡由如走行,便於彼纏心得解脱｡既解脱己心生歓喜,従此己後,起猛利厭,猛利厭後得無常想,

如見大型費諸行塊,便於聖諦如章現観,以其依止依附浬架｡又即有撃観察作意,於勝妙境思惟浄相,由
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末永断貴随眠故,貴纏率爾生起現前,尋復於彼深見過患,烏欲断此纏及随眠入無相定.如是能断線未断

法,従定起巳如賓了知一切巳断,領受微妙(861a)解脱書禦,如賓戟見自己.成就大智力故,名馬彊盛｡

諸魔羅品其力哀劣｡

なおチベット訳は次の如 くである｡

dranpa∩yebargzhagpabsgom palabrtsonpa'idgeslongsoso'iskyebonichagspar'gyur

ba'iyulrgyachenpomngonsumdugyurpa'am/yangnagcigpusgnangbathobpasnabrjed

ngaspastshulbzhinmayinpa'i'dusheslabrtennas'dodchagskunnasdkrispadragposkyed

parbyedde//dekunnasdkrispadelangotshabasgnaste/bdagnyidsgobssuchudpabzhin

dusemspas'bralbarbyaba'iphyirdragtu'badparbyeddo//deltarbyasnaskyangkunnas

dkrispadelasgrolbar'gyurro//grolnaskyang(D.de)yidbdebar'gyurte/de'i'ogtuyang

skyobadragporro//skyobathobnaskyangde'1'og(P.364b)tumirtagpa'i'dus九eskyigshor

chenpoltabusrmosshing'dubyedkyis[P.kyi] rnam pathamscadkhagmaltaburbrlogpa

na/bdenpa'itshulniyangdagpajiltababzhindumngonpar塑型 [D･rtogs] nasmyangan

las'daspalabsam pagzhag[P.bzhag] ste/slobpas[D.pa] yangspyodpa'iyidlabyedpas

yulrgyachenpodesdugparyidlabeydde/'dodchagskyibaglanyaldemaspangspas'dod

chagskyikunnasdkrispadegroburduskyesnasmngonsumdu'gyurro//dedelanyesdmigs

sultahaskunnasdkrispadebaglanyaldang [D.320b]bcaspaspangbarbyaba'iphyirmtshan

manedpalasnyomspar'jugstedeltarnadelhagmaspongbayinno//detingnge'dzinde

ユaslangstespangspayangkhongduchudnasrnampargrolba'idga'badangbdebayangnyams

sumyongla/bdagnyidniyesheskyistobschenpo'istobsdangldanlabdudkyiphyogsnistobs

chungbaryangdagparmthongngo//P.364a6-b4,D.313a3-b2.

(23) 魔鷹品 :bdudkyiphyogs｡

(24) このことは同時に 『顕揚論』(九 観察捨或壷愛義)を通 じて 『槍伽論』｢撮事分｣のこの箇所が,雑

阿含 ｢鳥経｣Saku甲喝ghiに対する経典解釈であることを教示して くれる｡正直なところ,印順編 『雑阿

含経論合編』の当該箇所 ((中)p.250以下)を読んでも,筆者には,雑阿含 ｢烏経｣と ｢揖事分｣との対

応が直 ぐには理解できず,『顕揚論』を通じて両者の対応に納得 した次第である｡

(25) ｢功徳決搾｣科文の詳細は上記 rF顕揚論』の科文｣を参照のこと｡なお本稿では,｢9-2 不共義｣に

ついては,同 p.68掲載の ｢八義｣説を採 らず,同p.76≪IV》の論述に従い,pp.87-88掲載の ｢六義｣説

による｡

(26)長尾雅人 ｢一乗 ･三乗の議論をめぐフて｣ (『中観 と唯識』所収),特にp.528参照.

(27) この大乗の優位性を強調する議論 (mah云yanamahatva｣)に(軸 『菩薩地』｢菩薩功徳品｣vol.46,548C,

Bodhisattvabhiimi(ed.byU.Wogihara)p.297-7-, 『顕揚論』 ｢撞浄義品第二｣vol.8, (B)MSAXIX-59,

MAVT (安慧 『中辺論疏』)Ⅴ-la,ASBh(『雑集論』)§118の二系統の有ることが知られている (佐々木

教悟 『インド仏教』p.210-参照)｡ この間題については稿を改めねばならない｡

伽) 宇井伯毒 『瑞伽論研究』pA5参照O

(2g)大乗非仏説論については,野沢静証 ｢印度における大乗非仏説論｣(『大谷学報』22-2,S16)を見 られた

い｡そこではインドにおける代表的な大乗非仏説論 として,瑞伽行派のMSAト7及び中観派の清弁造｢中

観心論疏思揮焔第四草間真実決揮章｣が詳細に論じられている｡

(30) 間,云何鷹知大乗言教是悌所説｡答,由十種因故.-,先不記別故｡二,今不可知故｡三,多有所作

故｡四,極重障故｡五,非尋伺境界故｡若不先聞不能如是尋思計度｡是故若言是徐所説不磨道理｡六,

護大覚故｡若未成悌能説沸教不磨道理｡七,無第三乗過失故｡八,此若無有,鷹無一切智者成過失故｡

九,緑此烏境,如理思惟,封治一切諸煩悩故｡十,不磨如言取彼意故｡(581b5-13)

(31) 舟橋尚哉 『大乗荘厳経論の研究』(1985)p.7は-antarayiを-antarayikarp(cf.BHSDic.p･39L)に訂

正する｡それに従えば ｢もしこの正法を妨げるものを,その後に,誰かが興起した,というならば｣と

なる｡今はこの訂正によらず,absolutelokativeとして読む｡

(32) 直前の 3侶 MSA (I-4-6)によって説かれた,仏説にそなわっているとされる三種の功徳.すなわ

ち断障困功徳 豆varaDaprah叫ahetutva;自在困功徳 vibhutvahetutva;妙書因功徳 云ryadhanopa-
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bhoga-hetutvaを云 う｡

(33) この一文 SAVBh(Sthiramati,Siihla7a甲ka-ra-urttibha-Sya)によるoあるいは ｢よしんば,[世専以

外の者が]説いた としても,[誰 も]それを信頼 しないからである｣ との読解可能か ?

(34) 漢訳に ｢八義｣ とし,サンスクリットテキス トが ｢七義｣ とするのは, この項を2と数えるか 1とす

るかによる｡

ところで,侮頒 bh畠vabh畠ve'bh岳vadとMSABhとは,試訳の如 く,太字 (偏頒)･下線でおのおの対

応する｡

bh畠va-abh畠ve'bhav畠dyadimahay豆nalpkimcidastitasyabh急vesiddham idarpbuddhavacanam

ato'nyasyamahayanasya-abh豆Vえー/athan豆stitasya-abhave菖r豆vakay豆nasy云pyabh云V豆t/喜rava-

kay云nalTlbuddhavacanarp na mahay豆nam itina yujyate vina buddhayanena buddhan豆m

anutp豆dat/

他方,bhav豆bh豆ve'bhavatの蔵訳 (侶頒 ･世親釈,P･D版 ともに)yoddangmednayodmed

dangは bhav豆bhavebhvabhavatを示唆 し (後述 SAVBhのyoddangneddangmedpadangは

bh豆V豆bh豆ve'bh豆Ⅴatに対応),漢訳 も同様に解釈する ((5)第五髄者,若汝,言徐併有大乗髄,此備無大

乗鰹｡若作此執亦成我義｡大乗無異慣是-故｡(6)第六非髄者,若汝言此悌無大乗髄,則草間乗亦無髄｡

若汝,言馨聞乗是併説故有髄,大乗非悌説故無髄｡若作此執有大過失｡若無価乗而有価出説馨聞乗者,

理不磨故｡)｡それによれば,｢有る場合は有るから,無い場合は無いから｣の意 となる｡SAVBhの｢yod

dangneddangnedpadangzhesbyabalatshigsbyarbaniyodnayodlamednameddozhes

sbyarro｣(P.19b2-3)の注釈 もこの解釈を支持する｡MSABh(bhav豆bhave'bh畠V云t)と蔵訳 ･漢訳 ･

SAVBh(bh豆vabhavebh豆vabhavat)との乗離については再考を要す｡ ところで, この SAVBhが引用

するMSABh(点線下線)の蔵訳はbhavabhave'bh豆vatに対応する｡つまりSAVBhはbhavabhave

'bhavatを引用 しながら,bhaⅤ豆bhavebhvabhavatと理解 して注釈を施 したことになる.

(35) SAVBhによれば,仏巣を求道する大乗がなければ,成仏 も無 くなる.成仏無い場合は,草間乗 もあり

えなくなる, と注釈する｡漢訳 も同意である｡

(36) ここの SAVBhについては,新国訳大蔵経,玲伽 ･唯識部12,袴谷 ･荒井校注 『大乗荘厳経論』p.406

補注上段の該当個所を参照されたい｡

(37)MSAに依拠 しあるいは敷術 していることや,『稔伽論』｢掻決持分｣の引用を通 じて間接的に『解深密

経』 (稼伽行学派所俵の大乗経典)に依拠 していることを考慮されたい｡


